
　中国やまなみ街道の開通によって、市
の北の玄関口「道の駅たかの」は大きな
にぎわいを見せています。市内全域から
農産物が集まり、かつてない活気が生ま
れています。こうした高野に集まる多く
の観光客を、吾妻山、比婆山、熊野神社、県
民の森、道後山、帝釈峡の一帯へ呼び込む
ため、高野インターから東城インターま
での路線をつなげて「比婆いざなみ街道」
と命名しました。街道沿線にあるさまざ
まな資源に再び光を当て、一体的にＰＲ
していきます。
　そのためには、地域の皆さんにさまざ
まなアイデアを出してもらいたいと思っ
ています。定住や６次産業化につながる
取り組みにはしっかりと支援し、この街
道に人を呼び込み活力が生まれるような
仕組みづくりに取り組んでいきます。

木 

山 

耕 

三 

市
長

　

市
は
、本
市
の
北
西
部
と
南
東
部

を
結
ぶ
道
路
を
「
比
婆
い
ざ
な
み
街

道
」と
命
名
し
、そ
の
道
路
機
能
と
周

辺
の
地
域
資
源
を
生
か
し
、観
光
振

興
や
に
ぎ
わ
い
創
出
、交
流
・
定
住

の
促
進
を
目
的
に
し
た
「
比
婆
い
ざ

な
み
街
道
物
語
（
庄
原
市
北
部
資
源

活
用
計
画
）」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、街
道
沿
線
の
多

様
な
資
源
を
つ
な
い
で
一
体
的
な
地

域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
発
信
し
、地
域

資
源
の
認
知
度
向
上
と
観
光
客
の
増

加
、地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。

※
計
画
の
全
文
は
、市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
計
画
の
対
象
期
間　

平
成
28
年
度
～
37
年
度
ま
で
の
10
年
間

●
計
画
の
内
容
（
第
１
期
計
画
）

（
１
）資
源
の
発
掘
と
磨
き
上
げ

　

多
様
な
地
域
資
源
に
関
し
、“
庄
原
の
こ
だ

わ
り
”と
い
う
視
点
を
も
っ
た
宝
探
し
（
発

掘
）と
磨
き
上
げ
に
取
り
組
み
、全
国
に
情
報

を
発
信
し
ま
す
。

○
比
婆
山
・
熊
野
神
社
の
解
説
書
作
成

○
現
地
ガ
イ
ド
の
養
成

○
案
内
標
識
と
説
明
看
板
の
設
置　

な
ど

（
２
）新
た
な
景
観
形
成

　

自
然
景
観
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め

の
整
備
や
、新
た
な
景
観
形
成
に
取
り
組
み

ま
す
。

○
桜
な
ど
の
花
木
の
植
樹

○
沿
線
の
森
林
整
備　

な
ど

（
３
）に
ぎ
わ
い
創
出
施
設
の
機
能
強
化

　

観
光
交
流
施
設
、宿
泊
施
設
、レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施
設
や
観
光
案
内
所
な
ど
の
機
能
向

上
と
連
携
を
進
め
ま
す
。ま
た
、「
新
鮮
で
安

心
・
安
全
な
食
材
」を
前
面
に
出
し
た
農
畜
産

物
の
販
売
促
進
を
図
り
ま
す
。

○
熊
野
農
産
物
加
工
施
設（
イ
ザ
ナ
ミ
茶
屋
）

の
整
備

（
４
）比
婆
い
ざ
な
み
街
道
へ
の
誘
導

　
“
比
婆
い
ざ
な
み
街
道
”の
利
便
性
・
快
適

性
の
向
上
に
向
け
、関
係
機
関
と
の
協
議
・
調

整
に
努
め
ま
す
。ま
た
、観
光
目
的
に
応
じ
た

コ
ー
ス
設
定
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
な
ど
で

積
極
的
な
誘
導
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
道
路
案
内
標
識
の
設
置

○
の
ぼ
り
、ド
ラ
イ
ブ
マ
ッ
プ
の
作
成　

な
ど

　

STEP

１　

知
っ
て
も
ら
う

　
ま
ず
は
、多
様
な
資
源
の
存
在
や
価
値

を
「
市
民
が
知
る
こ
と
」が
大
切
で
す
。

次
に
、そ
の
情
報
を
市
外
・
県
外
に
発
信

し
て
「
広
島
県
の
北
部
に
、こ
ん
な
場
所
・

こ
ん
な
歴
史
・
こ
ん
な
モ
ノ
が
あ
る
こ

と
」を
知
っ
て
も
ら
う
・
関
心
を
寄
せ
て

も
ら
う
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

STEP

２　

来
て
も
ら
う

　
来
訪
の
呼
び
か
け
や
周
遊
ル
ー
ト
の

設
定
、
主
要
施
設
か
ら
の
誘
導
・
案
内

な
ど
、
実
際
に
来
て
も
ら
う
・
見
て
も

ら
う
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

STEP

３　

感
じ
て
も
ら
う

　
来
訪
者
に
資
源
の
価
値
や
魅
力
、
市

民
と
の
交
流
や
も
て
な
し
の
心
な
ど
を

感
じ
て
も
ら
う
・
感
動
を
生
む
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

　

STEP

４　

ま
た
来
て
も
ら
う

　
来
訪
者
が
心
に
刻
ま
れ
た
感
動
や
思

い
出
を
他
の
人
に
伝
え
る
「
庄
原
フ
ァ

ン
」
と
し
て
、
ま
た
来
て
も
ら
う
・
新

た
な
来
訪
者
を
招
く
使
者
に
な
っ
て
も

ら
う
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

庄
原
に
住
ん
で
も
ら
う

１．多様な資源が豊富　
　自然豊かな山や川、四季の移ろいを感じる風景、
農畜産物や森林資源のみならず、太古のロマンが
誘う神話・伝説の地、自然体験やウインタースポー
ツが楽しめる観光資源などに恵まれています。

２．観光振興計画に沿った取り組み
　本市の観光振興計画では、“さとやま遊び（※）で
感動を生む観光地域づくり”をコンセプトとし、「山
遊び」「花と緑」「食材の宝庫」「ほんもの体験」「さと
やま文化」をキーワードとしています。

場
づ
く
り
で
、市
内
の
生
産
者
が

意
欲
的
に
農
産
物
を
出
荷
。売
り

上
げ
も
順
調
に
推
移
し
、生
産
者

の
み
な
ら
ず
地
域
の
元
気
と
活
力

を
生
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、利
用
客
の
多

く
が
道
の
駅
の
利
用
だ
け
に
と
ど

ま
り
、そ
こ
か
ら
市
内
へ
足
を
伸

ば
す
人
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、市

内
へ
誘い

ざ
な

う
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。追
い
風
が
吹
い

て
い
る
今
、新
た
に
誕
生
し
た
比

婆
い
ざ
な
み
街
道
が
そ
の
一
歩
と

な
り
ま
す
。

●
中
国
や
ま
な
み
街
道
開
通
の
追

い
風
に
乗
る

　

本
年
３
月
22
日
に
全
線
開
通
し

た
中
国
や
ま
な
み
街
道
が
、本
市

の
観
光
振
興
に
大
き
な
追
い
風
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

尾
道
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か

ら
三
刀
屋
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間

は
無
料
で
通
行
で
き
る
こ
と
か

ら
、多
く
の
人
が
利
用
し
、平
成
25

年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
道
の

駅
た
か
の
」に
は
連
日
多
く
の
人

が
立
ち
寄
っ
て
い
ま
す
。市
内
産

品
に
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
っ
た
売
り

比

企画課政策推進係
☎ 0824-73-1112

「
庄
原
市
北
部
資
源
活
用
計
画
」策
定

い
ざ
な
み物

婆

語
街
道『いざなみ』とは？

　日本神話に登場する女神“伊邪那美命（いざなみのみこ
と）”。古事記には伊邪那岐命（いざなぎのみこと）と伊邪那
美命の２人の男女の神が日本を作り、多くの神様を生み育
てたと記されている。亡くなった伊邪那美命が、出雲国（島
根県）と伯伎国（鳥取県）の境にある比婆山に葬られたとあ
り、山頂の巨石がある場所が、伊邪那美命の墳墓（御陵）と語
り継がれている。
　県内随一の巨杉群に囲まれた社叢（しゃそう）で知られる
熊野神社は、比婆山御陵を神体山（しんたいさん）とする南
麓の遥拝所として、古くから厚い信仰の対象となっている。
ちなみに熊野神社は、高野ＩＣから東城ＩＣを結ぶまでの
路線区間61.4㎞のほぼ中間地点に位置する。

な
ぜ
今
、比
婆
い
ざ
な
み
街
道
な
の
か
？

比婆いざなみ街道に人を呼び込み
地域の活性化を目指します

強

比

み

婆 い ざ な み 街 道 の

※“さとやま遊び”とは？
　本市の歴史や豊かな自然、暮らし、文化などの「さとや
ま資源」を楽しむ姿を表現しています。

計
画
を
進
め
る
上
で
の
基
本
的
な
考
え
方
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